
陳 情 書 委 員 長 報 告

　 本 委 員 会 は 、 令 和 ６ 年 ９ 月 ９ 日 の 本 会 議 に お い て 付 託 さ れ た 陳 情 第 １ ３ 号 、１ ４ 号 に つ い て 、 令 和 ６ 年

９ 月 １ ３ 日  、９ 月 ２ ５ 日  、１ ０ 月 ８ 日  、１ １ 月 １ ８ 日  、１ ２ 月 １ ２ 日  、 令  和 ７ 年 ６ 月 ９ 日  に  委  員  出  席  の  も と  委  員  会  を  開  催 し  、

１ ０ 月 ８ 日 に 参 考 人 と し て 、 陳 情 者 で あ る 谷 茶 行 政 区 区 長 石 川 要 氏 、 評 議 委 員 當 山 正 之 氏 よ り 説 明 を

受 け ま し た 。 令 和 ６ 年 １ １ 月 １ ８ 日 、１ ２ 月 １ ２ 日 、 令 和 ７ 年 ６ 月 ９ 日 に 説 明 員 と し て 、 総 務 課 長 、 定 住 促 進 室 長 、

税 務 課 長 に 出 席 を 求 め 審 査 を 行 い ま し た 。

　 そ の 経 緯 と 結 果 を 、 ご 報 告 致 し ま す 。 本 陳 情 は 、 陳 情 者 で あ る 谷 茶 行 政 区 区 長 石 川 要 氏 、 評 議 委 員

當 山 正 之 氏 か ら 令 和 ６ 年 ８ 月 ２ ８ 日 付 け で 陳 情 書 が 同 日 に ２ 件 提 出 さ れ 、 同 日 、 恩 納 村 議 会 陳 情 第 １ ３ 号 、

１ ４  号  と  し  て  受  理  し  た  も  の  で  す  。

　 陳 情 の 趣 旨 は 、「 沖 縄 科 学 技 術 大 学 院 大 学 関 連 の 村 へ 入 る 税 収 は 近 年 増 額 傾 向 に あ る と 思 え る が 、

税 収 に お い て 、 入 会 権 の 観 点 か ら 、 大 学 院 大 学 関 連 の 村 へ 入 る 税 収 を 軍 用 地 分 収 金 と 同 様 の 考 え で 、 税

収 の ３ ５ ％ を 谷 茶 区 へ の 還 元 を 要 望 す る 」も の で す 。

　 沖 縄 科 学 技 術 大 学 院 大 学 の 用 地 と し て 提 供 さ れ た 土 地 と そ の 周 辺 は 、 谷 茶 区 民 が 先 祖 代 々 入 会 地 と

し て 自 家 用 建 築 材 、 薪 炭 材 を 得 る な ど 利 用 ・ 収 益 が 許 さ れ 、 更 に は 生 活 用 水 や 農 業 用 水 の 水 源 地 と し て

守 り 、 保 全 し て き た 生 活 地 域 の 糧 で し た 。 そ こ に 、 大 学 院 大 学 が 設 置 ・ 開 学 さ れ 、 谷 茶 区 民 の 入 会 地 の 利

用 ・ 収 益 は 不 可 能 と な り 現 在 に 至 っ て い る 。

　 平 成 ２ ９ 年 に も 谷 茶 区 か ら 陳 情 が あ り 、 議 会 で 採 択 さ れ た 。し か し な が ら 、 誘 致 計 画 当 初 に 打 ち 出 さ れ

た 、 谷 茶 区 周 辺 の 門 前 町 構 想 や 周 辺 整 備 事 業 の 現 状 は 区 民 が 期 待 し た 内 容 と は 程 遠 く 、 再 度 陳 情 が 提

出 さ れ た  経  過 と な っ て い る  。

　

　 平 成 ２ ９ 年 の 委 員 長 報 告 で 入 会 権 に 基 づ き 、 軍 用 地 並 み の 交 付 金 を 支 払 う よ う 議 会 で も 議 決 さ れ た 経

緯 と な っ て い る が 、 行 政 当 局 と し て は 、 議 決 を 受 け て 、 谷 茶 区 へ 交 付 さ れ て い る 交 付 金 は 新 た に 平 成 ２ ９ 年

に 整 備 さ れ た 交 付 金 額 で あ る と の 見 解 を 示 し て い る 。

　 し か し な が ら 、 過 去 の 経 緯 か ら も 大 学 院 大 学 関 連 の 収 入 が あ る 場 合 は 、 谷 茶 区 へ の 補 助 金 や 交 付 金 と

し て 支 給 す る こ と が 非 公 式 で は あ る が 、 当 時 の 行 政 当 局 の 意 見 と し て あ っ た こ と が 、 当 時 の 委 員 会 で の 調

査 や 、 谷 茶 区 の 当 時 の 関 係 者 の 証 言 か ら も 確 認 さ れ て い る 。

　 今 回 の 陳 情 の 趣 旨 は 、 大 学 院 大 学 関 連 か ら 村 へ 入 る 税 収 に お い て 、 入 会 権 の 観 点 か ら 、 大 学 院 大 学

関 連 の 村 へ 入 る 税 収 を 軍 用 地 分 収 金 と 同 様 の 考 え で 、 税 収 の ３ ５ ％ を 谷 茶 区 へ の 還 元 が で き な い も の か

と の 検 討 願 い で あ る 。

　 行 政 当 局 か ら の 見 解 と し て は 、 大 学 院 大 学 関 連 か ら 派 生 し た 税 金 の 税 収 と い う の は 、 一 般 財 源 で あ り 、

特 定 の 谷 茶 区 に 交 付 す る と な る と 特 定 財 源 化 さ れ て し ま う こ と に な り こ れ は で き な い と の 説 明 を 受 け た 。

　 し か し な が ら 、 こ れ ま で の 入 会 権 の 観 点 か ら 、 民 法 的 に も 規 定 さ れ た 慣 習 法 に 基 づ く 権 利 で あ り 、 恩 納 村

は 村 内 の 他 の 行 政 区 に 対 し 、 恩 納 村 の 軍 用 地 料 収 入 か ら 入 会 権 に 基 づ き 、 分 収 金 と し て 補 助 金 を 交 付 し

て い る 事 実 も あ り 、 谷 茶 区 か ら の 陳 情 に つ い て は 委 員 会 と し て も 、 法 的 、 理 論 的 に も 十 分 に そ の 根 拠 は 認

め ら れ る も の と 考  え る  。

　 ま た 、 本 委 員 会 と し て は 、 そ の 還 元 金 の 算 定 方 法 に つ い て も 、 調 査 、 精 査 を 図 り 、 新 た な 算 定 方 法 で 、 導

き だ せ な い も の か と の  意  見 も あ っ た 。

　 谷 茶 区 は 、 財 源 確 保 が 出 来 た 場 合 は 、 今 後 の 若 者 世 代 の 定 住 化 政 策 と し て 、 将 来 の 定 住 化 へ 向 け 、 自

治 会 で 土 地 を 購 入 し 、 若 者 世 代 の 定 住 化 を 図 る こ と も 検 討 し て い る 。

　 村 の 施 策 と 同 様 に 定 住 化 政 策 を 進 め る 見 解 で あ る が 、 財 源 確 保 に 苦 慮 し て い る の が 現 状 で あ る 。

　 そ れ ら の こ と を 踏 ま え 、 行 政 当 局 は 今 般 の 陳 情 を 再 認 識 し 、 今 後 は 、 県 主 導 の も と 、 村 と 連 携 し 谷 茶 区

の 課 題 解 決 に 向 け 、 互 い に 情 報 共 有 を 図 り な が ら 協 議 会 を 開 催 し 、 谷 茶 地 域 に お け る 定 住 化 促 進 に 繋 が

る 事 業 展 開 が 効 果 的 に 実 現 す る よ う 提 案 す る も の で あ る 。

　 採 決 の 結 果 、 出 席 し た 全 委 員 の 賛 成 で も っ て 、 本 陳 情 は 採 択 と す べ き も の と 決 し ま し た 。

　 以 上 、 会 議 規 則 第 4 1 条 の 規 定 に よ り 、 報 告 い た し ま す 。

谷 茶 区 へ 還 元 す る 事 を 求 め る

陳 情 審 査 特 別 委 員 会

委 員 長 當 山 直 彦

陳  情  第 １ ３ 号 ・ １ ４ 号
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南 恩 納 区 勢 高 排 水 路 水 害 対 策 に 関 す る 陳 情 審 査 特 別 委 員 会 委 員 長 報 告

　 本 委 員 会 は 、 令 和 ７ 年 ３ 月 6 日 の 本 会 議 に お い て 付 託 さ れ た 陳 情 第 ４ 号 に つ い て 、 令 和 ７ 年 ３ 月 ２ ５

日  、４ 月 ２ ３ 日  、５ 月 ２ ３ 日  、６ 月 １ ０ 日  に  委  員  出  席  の  も と  委  員  会  を  開  催 し ４ 月 ２ ３ 日  に  は  現  地  視  察  並  び  に  参

考 人 と し て 、 陳 情 者 で あ る 南 恩 納 行 政 区 区 長 、 参 考 人 と し て 恩 納 行 政 区 区 長 よ り 説 明 を 受 け ま し た 。

３ 月 ２ ５ 日 、４ 月 ２ ３ 日 、5 月 ２ ３ 日 、６ 月 １ ０ 日 、9 月 １ ７ 日 に 説 明 員 と し て 、 企 画 課 長 、 定 住 促 進 室 長 、 農 林 水

産 課 長 、 建 設 課 長 に 出 席 を 求 め 審 査 を 行 い ま し た 。

　 そ の 経 緯 と 結 果 を 、 ご 報 告 致 し ま す 。

１ ． 勢 高 排 水 路 の 流 域 を 含 め た 氾 濫 の 原 因 究 明 と 調 査 結 果 の 開 示

２ ． 勢 高 排 水 路 の 流 域 面 積 を 網 羅 し た 排 水 計 画 を 策 定 し 、 安 心 ・ 安 全 な 生 活 環 境 の 整 備 を 行 う こ と

　 （ １ ） 水 路 放 流 部 の フ ラ ッ プ ゲ ー ト の 改 修 と 排 水 ポ ン プ の 設 置

　 （ ２ ） 村 道 勢 高 線 雨 水 を 海 側 へ 直 接 放 流

　 （ ３ ） 村 道 勢 高 2 号 線 の 雨 水 排 水 の 地 下 浸 透 対 策

　 （ ４ ） 勢 高 排 水 路 の 排 水 問 題 を 解 決 し た う え で 本 地 域 の 開 発 を 推 進 す る こ と

　 （ ５ ） 排 水 路 本 線 及 び 支 線 、 沈 砂 池 な ど の 定 期 的 な 清 掃 の 実 施

３ ． リ ゾ ー ト 開 発 区 域 内 か ら 雨 水 排 水 を 勢 高 排 水 路 へ 放 流 さ せ な い こ と

南 恩 納 区 勢 高 排 水 路 水 害 対 策

に 関 す る 陳 情 審 査 特 別 委 員 会

委 員 長 比 嘉 秀 康

陳  情  第 ４ 号

　 本 陳 情 は 、 陳 情 者 で あ る 南 恩 納 行 政 区 区 長 仲 嶺 真 樹 、 南 恩 納 区 運 営 委 員 会 か ら 令 和 ７ 年 ２ 月 ２ ８

日 付 け で 陳 情 書 が 提 出 さ れ 、 同 日 、 恩 納 村 議 会 陳 情 第 ４ 号 と し て 受 理 し た も の で す 。 陳 情 の 趣 旨 は 、

令 和 ６ 年 １ １ 月 ８ 日 か ら １ ０ 日 に か け て 沖 縄 県 で 北 部 豪 雨 が 発 生 し た 、 南 恩 納 区 に お い て は １ １ 月 １ ０ 日

午 前 １ ０ 時 頃 、１ 時 間 弱 の 豪 雨 に よ り 床 上 浸 水 ５ 件 、 床 下 浸 水 ７ 件 、 ま た 車 両 な ど へ の 浸 水 被 害 が 発

生 し ま し た 。 そ の ほ か 、 令 和 ５ 年 ８ 月 に 襲 来 し た 台 風 ６ 号 の 影 響 に よ り 浸 水 被 害 を 受 け ま し た 。

　 こ れ ら の 事 象 は 地 球 温 暖 化 に 伴 い 今 後 ま す ま す 頻 発 、 激 甚 化 す る こ と が 予 想 さ れ ま す 。

　 ま た 、 同 地 域 は 定 住 化 促 進 事 業 と し て の 計 画 と 、 現 在 リ ゾ ー ト ホ テ ル な ど の 開 発 が 進 め ら れ て お り

ま す が 、 住 民 に 安 全 な 住 環 境 を 提 供 す る 事 は 、 村 の 責 務 で あ る こ と か ら も 早 急 に 対 策 を 講 ず る 趣 旨 内

容 で 、 以 下 の 水 害 対 策 を 強 く 要 望 す る も の で あ る 。

【 趣 旨 】

　 本 委 員 会 と し て は 、 現 地 視 察 及 び 陳 情 者 、 参 考 人 か ら の 説 明 並 び に 担 当 課 長 か ら の 説 明 等 を 踏 ま

え 、 下 記 の 意 見 、 提 案 を 付 記 す る こ と と し た 。

【 審 査 結 果 】

　 採 決 の 結 果 、 出 席 し た 全 委 員 の 賛 成 で も っ て 、 本 陳 情 は 採 択 と す べ き も の と 決 し ま し た 。 以 上 、

会 議 規 則 第 4 1 条 の 規 定 に よ り 、 報 告 い た し ま す 。

1. 南 恩 納 勢 高 河 川 地 域 す べ て が 水 だ め に な っ て い る こ と を 踏 ま え 、 排 水 問 題 を 解 決 し 排 水 計 画 を

　 き っ ち り し た う え で 、 開  発 し て い た だ き た い  。

2. 執 行 部 の 調 査 結 果 を 踏 ま え 、 地 元 と の 協 議 を 重 ね な が ら 、 不 安 感 を 払 拭 す る よ う 、 早 め の 改 修 を

　 要 請 し た い 。

【 委 員 か ら の 意 見 ・ 提 案 】

記

記
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